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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年12月9日(2010.12.9)

【公開番号】特開2009-105576(P2009-105576A)
【公開日】平成21年5月14日(2009.5.14)
【年通号数】公開・登録公報2009-019
【出願番号】特願2007-274336(P2007-274336)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   9/04     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   9/04    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ５１０　
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   1/46    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月22日(2010.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の異なる波長帯域の画像データから成るマルチバンド画像データから、各画素のス
ペクトルを推定する推定手段と、
　異なる複数の撮影モード毎にそれぞれ適する分光データを記憶する記憶手段と、
　入力されたマルチバンド画像データの撮影モードを判断し、該判断した撮影モードに適
する前記記憶手段に記憶された前記分光データを用いて、前記スペクトルを、前記マルチ
バンド画像データとは異なる分光特性のバンドデータに変換する変換手段と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　複数の異なる波長帯域の画像データから成るマルチバンド画像データから、各画素のス
ペクトルを推定する推定手段と、
　異なる複数の色空間毎にそれぞれ適する分光データを記憶する記憶手段と、
　前記複数の色空間の内の１つを設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された色空間に適する前記記憶手段に記憶された前記分光デー
タを用いて、前記スペクトルを、前記マルチバンド画像データとは異なる分光特性のバン
ドデータに変換する変換手段と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　前記推定手段による前記スペクトルの推定に先だって、入力されたマルチバンド画像デ
ータにホワイトバランス補正を施すホワイトバランス処理手段をさらに有することを特徴
とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記変換手段は、前記スペクトルに前記分光データを積分することにより変換を行うこ
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とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　互いに異なる分光透過率特性を有する複数の分光フィルタと、
　前記分光フィルタを透過した光を光電変換して、複数の異なる波長帯域の画像データか
ら成るマルチバンド画像データを出力する撮像手段と、
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像処理装置と
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　 推定手段が、複数の異なる波長帯域の画像データから成るマルチバンド画像データか
ら、各画素のスペクトルを推定する推定工程と、
　 判断手段が、入力されたマルチバンド画像データの撮影モードを判断する判断工程と
、
　 変換手段が、異なる複数の撮影モード毎にそれぞれ適する分光データを記憶した記憶
手段から、前記判断工程で判断した撮影モードに適する分光データを選択し、選択した前
記分光データを用いて、前記スペクトルを、前記マルチバンド画像データとは異なる分光
特性のバンドデータに変換する変換工程と
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項７】
　 推定手段が、複数の異なる波長帯域の画像データから成るマルチバンド画像データか
ら、各画素のスペクトルを推定する推定工程と、
　 設定手段が、異なる複数の色空間の内の１つを設定する設定工程と、
　 変換手段が、前記複数の色空間毎にそれぞれ適する分光データを記憶した記憶手段か
ら、前記設定工程で設定された色空間に適する分光データを選択し、選択した前記分光デ
ータを用いて、前記スペクトルを、前記マルチバンド画像データとは異なる分光特性のバ
ンドデータに変換する変換工程と
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項８】
　コンピュータに、請求項６または７に記載の画像処理方法の各工程を実行させるための
プログラム。
【請求項９】
　請求項８に記載のプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　一方、デジタルスチルカメラのような従来の原色ＲＧＢフィルタ等が用いられている撮
像装置では、ｓＲＧＢの色空間で最適な画像が得られるような分光透過率特性を有するＲ
ＧＢのカラーフィルタが使用されている。また、近年ＡｄｏｂｅＲＧＢ等のｓＲＧＢより
広い色空間に対応したディスプレーやプリンタ等の出力デバイスも開発されている。その
ため、入力機器である撮像装置が出力する画像においてもＡｄｏｂｅＲＧＢ等の、ｓＲＧ
Ｂよりも広い色空間に対応した画像を出力することが求められている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は上記問題点を鑑みてなされたものであり、本発明の画像処理装置は、複数の異
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なる波長帯域の画像データから成るマルチバンド画像データから、各画素のスペクトルを
推定する推定手段と、異なる複数の撮影モード毎にそれぞれ適する分光データを記憶する
記憶手段と、前記入力されたマルチバンド画像データの撮影モードを判断し、該判断した
撮影モードに適する前記記憶手段に記憶された前記分光データを用いて、前記スペクトル
を、前記マルチバンド画像データとは異なる分光特性のバンドデータに変換する変換手段
とを有することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の画像処理方法は、 推定手段が、複数の異なる波長帯域の画像データか
ら成るマルチバンド画像データから、各画素のスペクトルを推定する推定工程と、 判断
手段が、前記入力されたマルチバンド画像データの撮影モードを判断する判断工程と、 
変換手段が、異なる複数の撮影モード毎にそれぞれ適する分光データを記憶した記憶手段
から、前記判断工程で判断した撮影モードに適する分光データを選択し、選択した前記分
光データを用いて、前記スペクトルを、前記マルチバンド画像データとは異なる分光特性
のバンドデータに変換する変換工程とを有することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　別の構成によれば、本発明の画像処理装置は、複数の異なる波長帯域の画像データから
成るマルチバンド画像データから、各画素のスペクトルを推定する推定手段と、異なる複
数の色空間毎にそれぞれ適する分光データを記憶する記憶手段と、前記複数の色空間の内
の１つを設定する設定手段と、前記設定手段により設定された色空間に適する前記記憶手
段に記憶された前記分光データを用いて、前記スペクトルを、前記マルチバンド画像デー
タとは異なる分光特性のバンドデータに変換する変換手段とを有することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の画像処理方法は、 推定手段が、複数の異なる波長帯域の画像データか
ら成るマルチバンド画像データから、各画素のスペクトルを推定する推定工程と、 設定
手段が、異なる複数の色空間の内の１つを設定する設定工程と、 変換手段が前記複数の
色空間毎にそれぞれ適する分光データを記憶した記憶手段から、前記設定工程で設定され
た色空間に適する分光データを選択し、選択した前記分光データを用いて、前記スペクト
ルを、前記マルチバンド画像データとは異なる分光特性のバンドデータに変換する変換工
程とを有することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
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　５０４は、ＷＢ補正が施されたマルチバンド画像データから被写体のスペクトルを推定
する、分光推定部である。この９バンド分の画像データから被写体のスペクトルを推定す
る方法については後述する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　次に、分光推定部５０４で行われる処理について、図１２のＷＢ補正後の出力結果を示
す図を用いて詳細に説明する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１６】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１９】
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